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⚫ １．海業の概要
⚫ ２．国・県の海業推進の動き
⚫ ３．今後の取組方針

三重県農林水産部水産基盤整備課

海業の振興支援の取組について
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資料１－１



海業とは？
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漁村の人々が、海や漁村に関する地域資源の価値や魅力を活用し

所得の向上や雇用の確保につなげていく取組の総称

海業

水産業

漁業 加工

養殖業

流通

・・・
・・・ ・・・

・・・

観光業

・・・
・・・

漁船漁業

・・・
・・・

水産物の消費増進
・水産食堂 等

水産業を補完する
交流促進
・漁業体験
・調理体験 等

海業の概念図海業の取組

漁港施設・水域・公共空地を有効活用し、民間活用

も含め、直販や飲食、体験、宿泊等を実施

小売



他県の海業取組事例
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① 直売所 ② 魚食普及食堂

場 所 ：都屋漁港（沖縄県）

事業主体：読谷村漁業協同組合

• 老朽化した荷さばき所を食堂や直売所ととして再整備（H29年）

• 直売所・食堂で販売する食材を荷さばき所から直接仕入れ

→ 買い支え機能 ⇒ 漁獲量、陸揚金額が向上

場 所 ：富浦漁港（千葉県）

事業主体：岩井富浦漁業協同組合

• 観光等の異業種と連携し、魚食普及食堂を整備（H24年）

• 地域や都市からの来訪客の増加、食堂利用客・売上増加

• 提供水産物の約５割を富浦漁港から直接仕入れ

→ 買い支え機能 ⇒ 漁獲量の向上・安定化に寄与

と や とみうら

よみたん
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三重県及び総務省調べ
高齢化率は漁港背後集落における65歳以上の割合



国の動き
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R5年度 モデル地区における海業の計画策定を支援

R6年度～ 補正事業で「海業振興緊急支援事業」を予算化

（漁協等による海業の実施計画策定等を支援（上限5,000千円））

〇 海業推進の動き

〇 「海業の推進に取り組む地区」８６地区（県内の４地区含む）を公表

No. 市町 対象漁港等 申請者など

① 明和町 下御糸漁港
（しもみいと）

（一社）明和観光商社、伊勢湾漁
協、明和町など

② 鳥羽市 小浜漁港
（おはま）

鳥羽磯部漁協、鳥羽市、観光協会、
海島遊民くらぶなど

③ 尾鷲市 須賀利漁港
（すがり）

（株）ゲイト、漁業者、須賀利区自
治会、尾鷲市など

④ 熊野市 二木島港及び

周辺地域

（株）ゲイト、熊野漁協、自治会、熊
野市など

「海業の推進に取り組む地区」県内４地区

①

②

③

④

新たな水産基本計画の基本的な方針に、海業の振興を位置づけて、各種の施策を展開

（Ｒ４年度からの5年間で、漁港における新たな海業等の取組をおおむね５００件の展開を目指す）



県の取組
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「三重県水産業及び漁村の振興に関する基本計画」に海業の振興を位置づけて

県内漁村における海業推進を支援

海業の推進に取り組む地区（県内４地区）への支援

• 普及指導員が海業の計画策定や体験メニューづくり等に助言

（R7年度から、４地区では国の海業取組促進事業を活用開始）

• 海業の展開に必要な施設整備に関し、国補助事業の申請に係る指導

その他の海業推進に係る取組

• 市町からの共同利用施設の利活用に関する相談への対応

• 沿海市町を対象とした、海業の取組状況等に関するヒアリング

• 市町・漁協への海業推進に向けた説明・意見交換

県内の漁村・漁港

海業での伸びしろがある



県内の海業の動き（小浜）
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実施主体 ： 鳥羽磯部漁協（鳥羽市、鳥羽市観光協会、海島遊民くらぶ等が連携）

内 容 ： 小浜漁港を中心に水産物加工施設・直営レストラン・直売所等の整備や、交流・体験・

学習メニューの充実を図り、観光客を呼び込むことで、水産物の消費増進や交流促進、

雇用確保などを図る

主な取組内容

• 物販・交流事業のニーズ調査

• 加工品のメニュー開発

• 魚介類加工施設の詳細設計

（R8年度に整備予定）

海業の展開イメージ
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【下御糸】

取組主体：（一社）明和観光商社、伊勢湾漁協、明和町

• 集客交流や施設整備を進めて、水産業の継続を目指す

• 地区漁業や水産物の周知を図る集客交流イベントの開催に向けた検討を実施中

【須賀利】

取組主体：（株）ゲイト、漁業者、自治会、大学、尾鷲市

• 防災を中心に、水産業継続に係る課題や地域資源等の調査、

訪問者の受入れ環境づくりの検討を実施中

【二木島】

取組主体：地区有志、漁協、自治会、教育機関、熊野市

• 地域資源を活用した交流、学習、体験メニューの充実の検討

• 修学旅行や企業研修の誘致、海業に関わる人材育成に関する

調査・分析を実施中

検討会

定置網体験

県内の海業の動き（他３地区）



今後の取組方針
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海づくり大会で盛り上がった豊かな海づくりに

関する気運を背景に、各地で海業を推進

本年１１月には三重県で全国豊かな海づくり大会が開

催され、「豊かな海づくり」に関する県民の意識が向上

【今後の対応】

• 海業推進に係る協議会の設立・運営、海業の相談対応

• 海業を推進するモデル地区の支援

• 海業で使用する既存施設の改修や改造費用の補助などスタートアップ支援

⇒⇒⇒ 海業に取り組む気運をさらに醸成し、県全域で海業を推進します

漁村の所得向上と雇用機会を確保

→ 漁村の賑わい創出、活力向上を図ります
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